
問い合わせ　国東保健センター　　　　　　　☎0978－73－2450
　　　　　　国見総合支所　地域市民健康課　☎0978－82－1112
　　　　　　武蔵保健福祉センター　　　　　☎0978－68－1184
　　　　　　安岐総合支所　地域市民健康課　☎0978－67－1114

国東市健康づくり計画アンケート

ご協力ありがとうございました

　国東市では、市民一人ひとりが「自分の健康は自分で守る」という意識をもって積極的に健康づ
くりに取り組むまちをめざして、平成20年に「国東市健康づくり計画【計画期間平成20年～29
年】」を策定しました。その計画も中間年次を迎え、取り巻く情勢の変化等へ対応し、より実効性
のあるものへと見直すためにアンケート調査を行いました。

　宮城県石巻市を中心にロケーションが行われ、「支えあう人
の心のやさしさ」をテーマに描かれた一人の戦争孤児の物語。
東北への支援の輪を広げようと全国で上映会が開催されています。
◆日　時　３月15日（金）午後６時30分～
　　　　　３月16日（土）午前10時30分～、午後１時30分～
◆場　所　アストくにさき　アストホール
◆料　金　一般 1,000円（当日1,500円）　小中高校生 800円
◆問い合わせ　福祉事務所　☎0978－72－5164

　20歳以上の市民の回収率は前回（平成19年実施）より10％低い44.5%でしたが、小・中・高校生
の回収率はいずれも前回を上回る高い回収率でした。
　現在、回収したアンケート調査の結果をもとに、保健推進委員や各種団体の代表者で構成する健
康づくり推進会議で計画の中間評価を行っています。数値目標の達成状況や取り組みの方向性など
を確認し、見直した計画をまとめていきます。
　改訂版が完成しましたら皆さんに周知する予定です。共に健康づくり計画を推進していきましょう。

・調査期間：平成24年６月11日～７月31日
・調査方法：20歳以上の市民→郵送調査方式（郵送配布・回収）
　　　　　　小・中・高校生→本人記入方式（学校を通じて配布・回収）

区　分
①20歳以上の市民
②小学５年生
③中学２年生
④高校２年生

計

対象者数（配布数）
1,600
230
276
230
2,336

回収数
712
219
267
224
1,422

回収率
44.5%
95.2%
96.7%
97.4%
60.9％

予防接種について
　予防接種は、ワクチンを使って病気の予防や症状を軽くするために「免疫」
をつけるもので、「病気にかかる前に接種しておくこと」が、一番のポイント
です。しかし、ワクチンの種類はたくさんあり、予防接種法も毎年のように改
正・変更されて分かりにくい状況です。特に赤ちゃんの時期に接種が必要な予
防接種が増え、スケジュールを立てるのも大変です。市では「こんにちは赤
ちゃん全戸訪問事業」の時や、健診の時などに相談に応じています。また、今
後も必要な情報を、市報・ホームページ・ケーブルテレビの文字情報・子育
てカレンダー等で随時お知らせしていきますので、ご活用ください。

〈調査の概要〉

　私
の
肩
は

　ば
あ
ち
ゃ
ん
の
杖

　（
原
文
の
ま
ま
）

　「
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
　
私
の
肩
に
つ
か
ま
っ

て
い
い
よ
。」

　「
あ
！
　
ラ
ク
チ
ン
。
立
派
な
杖
だ
な
あ
。」

　
こ
れ
は
、
私
が
小
学
校
４
年
生
の
春
、
ス
ー

パ
ー
を
出
て
車
に
向
か
う
時
の
会
話
で
す
。

　
私
の
祖
母
は
、
腰
が
曲
が
り
歩
く
の
に
大

変
な
様
子
で
し
た
。
以
来
、
私
の
肩
を
頼
り

に
し
て
い
ま
す
。
私
が
忘
れ
て
先
に
行
く
と

「
杖
さ
ん
、
先
に
行
か
な
い
で
。」
と
、
声

を
か
け
ら
れ
ま
す
。
私
は
、
あ
わ
て
て
も

ど
っ
て
杖
に
な
り
ま
す
。「
あ
あ
、
こ
の
杖

は
い
い
な
あ
。
置
き
忘
れ
を
心
配
し
な
く
て

い
い
し
、
と
き
に
は
、
荷
物
も
持
っ
て
く
れ

る
し
、
１
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
私
を
助
け
て
く

れ
る
。」
と
い
っ
て
、
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
３
年
、
私
の
肩
杖
は
、
今
も
大
活

躍
で
す
。

　
こ
の
春
、
私
は
中
学
生
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
肩
を
か
し
て
い
た
ら
、

「
佳
奈
ち
ゃ
ん
、
背
が
高
く
な
っ
た
な
あ
。

も
う
、
杖
で
は
な
く
、
ぶ
ら
さ
が
ら
な
く
て

は
、
ま
る
で
電
車
の
つ
り
革
み
た
い
。
で
も

ラ
ク
チ
ン
。」
と
い
っ
て
一
緒
に
車
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
だ
っ
た
祖
母
は
、

若
い
頃
は
元
気
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
し
た

が
、
年
を
と
り
、
歩
行
を
苦
に
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
私
の
肩
杖
で
、
祖
母
の
行
動
を
助

け
ら
れ
る
な
ら
、
喜
ん
で
肩
を
使
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
さ
さ
い
な
行
為
で
す

が
、
祖
母
の
喜
ぶ
様
子
を
見
て
、
受
け
取
る

側
に
は
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
祖
母
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
私
の
身
の
ま
わ
り
に
も
、
そ
ん
な
支
え

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
、
き
っ
と
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
場
面
に
出
会
っ
た
ら
、

勇
気
を
出
し
て
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
あ
る
日
の
こ
と
、
ス
ー
パ
ー
で
、
祖
母
と

同
じ
よ
う
に
腰
の
曲
が
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
、
多
く
の
買
い
物
を
し
て
、
重
そ
う
に
歩

い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
祖
母
を
思
い
出

し
、
近
よ
っ
て
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
持
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
と
、
び
っ
く

り
し
た
様
子
で
「
い
い
か
え
、
重
い
よ
。
あ

り
が
と
う
。」
と
い
っ
て
、
荷
物
を
渡
し
て

く
れ
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
の
す
み
ま
で
運

ん
で
い
く
と
、「
あ
り
が
と
う
。
す
ま
ん

か
っ
た
な
あ
。」「
助
か
っ
た
あ
、
あ
り
が
と

う
。」
と
何
度
も
頭
を
下
げ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
、
こ
ん
な

に
感
謝
さ
れ
、
い
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
何
だ
か
小
さ
な
種
か
ら
、
大
き
な
果
実

が
実
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
小
さ
な
種
ま
き
を
心
が
け
た
い
で
す
。

小
さ
な
親
切

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
37
回
大
分
県
「
小
さ
な
親
切
」
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
が
小
学
生
、
中
学
生
の

各
部
で
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
５
人
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
大

分
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
た
馬
渡
佳

奈
さ
ん
（
安
岐
中
学
校
１
年
）
の
作
品

「
私
の
肩
は
　
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
杖
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

入
賞
者

■
小
学
生
の
部

　大
分
県
本
部
優
良
賞

　
　
神
崎

　美
桜
（
武
蔵
東
小
４
年
）

■
中
学
生
の
部

　大
分
県
議
会
議
長
賞

　
　
馬
渡

　佳
奈
（
安
岐
中
１
年
）

　大
分
県
本
部
会
長
賞

　
　
西
田

　貴
志
（
武
蔵
中
１
年
）

　大
分
県
本
部
優
良
賞

　
　
加
藤

　有
沙
（
国
東
中
３
年
）

　
　
古
川
な
つ
実
（
武
蔵
中
１
年
）

安岐中学校１年
馬渡　佳奈

「エクレール・お菓子放浪記」上映会東日本復興支援映画
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